
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田園居住 
地区 

建築物等の基準の概要 

地区計画策定前の状況＜イメージ＞ 

○樹林地・農地などの自然

的環境を活かし、調和し

た住まいのある緑豊かな

まちづくりに取り組む

と．．．．．． 

地区計画 

による 

住民発意の 

まちづくり 

○農業従事者の高齢化や農

業後継者の不在に伴う、

農地の遊休地化や転用の

発生。 

○資材置場や墓地造成な

ど、周辺の環境と調和し

ない土地利用の進行。 

○道路幅員が狭く、生活基

盤の整備が課題。 

○不法投棄があるなど、住

環境の悪化。 

整序誘導区域では、どのようなまちづくりに取り組むことができるの？ 

○用途：第一種低層住居専
用地域内に建築するこ
とができる建築物の中
で限定して定める【住宅
（共同住宅を除く。）、兼
用住宅、診療所等】 

○容積率：80％以下 
○建ぺい率：40％以下 

○道路斜線・隣地斜線制限、日影規制：
「市街化調整区域における容積率等
の指定」の範囲内 

○壁面の位置の制限：隣接
地や近接地の状況を踏ま
え設定 

○敷地面積の最低限度：
300 ㎡以上 

○高さ制限：第一種高度地
区の範囲内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○区域面積の 30％以上を
緑地・農地として確保し
ます。 

⇒地区施設に位置づけるも
のとします。 

○公園・緑地は、開発許可
基準に従い、３０％以上
の緑地及び農地と別に必
要量を整備します。 

○接続道路は原則、有効幅
員 6.5m 以上とします。 

○また、幹線道路に至るま
で有効幅員以上確保して
ください。 

○区画道路は袋路にせず、
接続道路には 2 箇所以上
つなげます。 

○また、区画道路の幅員は
6m 以上とします。 

※場合によっては、区域外
の整備も必要です 

※開発区域の規模により、
上記幅員以上となること
があります。 

地区計画の基準の概要 

○区域面積は、 
5ha 以上 
20ha 未満（原則） 

とします。 

○新規街区の敷地面積の 
最低限度は、 

300 ㎡以上 
とします。 

（共同住宅の立地は不可） 

＜まちづくりイメージ＞ 

○緑地及び農地等の保全にあわせて、一定の範囲内で戸建住宅

を建てることが可能になり、土地利用の整序が図られます。 

○まちづくりのルールを定めることにより、ゆとりある住環境

が形成されます。 

○緑地及び農地等の自然的環境の保全が可能になります。 

○道路や公園等の生活基盤の整備が可能になります。 

２ 


